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項目

• 出生後の新生児の管理につ

いて

• 新生児の隔離

• 母乳の取り扱い・直接授乳
について

• 妊婦全例に対する新型コロ

ナウイルスPCRスクリーニン
グについて

• Q & A



我が国の現状と実態



調査
第2波後

調査期間
2020年9月1日〜10月8日

第2波収束時点

第2波

第1波

第3波

厚生労働省 https://www.mhlw.go.jp/stf/covid-19/kokunainohasseijoukyou.html#h2_1

2020 2021
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SARS-CoV-2感染の母親からの新生児の出生数と陽性率

陽性率
1/52(1.9％)
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極めて少ない！！
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母子への対応
（世界保健機関,米国,日本）

2021/11時点

野崎昌俊, 和田和子．
新生児への対応 産科の感染防御ガイド

新型コロナウイルス感染症に備える指針. （改変）
メディカ出版. 2020.10

世界的には母子分離を避ける母乳
栄養の傾向がより強くなっている

日本は制限傾向つづく
• 流行規模
• 指定感染症

• 成人診療科との考えのギャップ
• 患者さん自身も望まないこともある国
民性

⇒同室可能

⇒直接母乳を推奨

⇒同室可能



・早期母子接触及び母子同室：

予防と対策の実施、児の観察のもと推奨

・母乳栄養：

WHOは感染予防対策のもと、標準的な乳児栄養ガイドライン

に従って栄養を与えることを推奨

Sánchez-Luna, et al. Pediatrics. 147 (2); e2020015065, 2021

世界標準
SARS-CoV-2感染の母親からの出生した新生児のケア



SARS-CoV-2感染の母親からの出生した
新生児11症例の調査（実際）

• 正期産児：9例、早産児：2例(35, 36週)

• 蘇生を要した 3例（酸素、CPAP、気管挿管）

• 全例、2回以上の鼻咽頭ぬぐい液のPCR検査の陰性を確認

• 哺乳は、全例人工乳から開始

搾乳破棄して母乳指導している施設、一度母乳を止めた施設もあったが、いず
れも母親の症状改善とPCR陰性確認後からは母乳栄養を可としていた

•全例母子分離での管理



まとめ
• 新型コロナウイルス陽性の母親から出生した新生児について

• 出生直後は、2〜3％で、鼻咽頭スワブが陽性になる例が出ることを明らかにした
• 陽性の新生児は、ほぼ無症状。

• 他国の現状
• 母子同室、母乳栄養、早期母子接触など、通常の新生児管理やケアを行うことが
増えている

• 我が国の現状
• 指定感染症、病院の感染対策という理由で、母子分離、人工栄養

今後は、新型コロナウイルス陽性の母親から出生した新生児も
母子関係の確立と感染対策の両立が求められる時代に入いる




